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(a) piled pancake (b) Helix (C) Tiltedpancake
A成分
Figure 1.SCFシミュレー ションによって得られた特異な相分離構造｡図に示すのは､上
段がA成分､下段が長鎖の各成分における最大密度の半値をとる面の空間配置を示す｡
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